
                           

 

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

 

日  時： 平成２６年８月５日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

 

    発 表 事 項   

１．男女共同参画社会実現に向けた山形大学の取り組み 

２．大学生主催の体験型科学イベント「サイエンスリンク｣に本学学生が参加します 

３．第７回山形大学高校生朗読コンクール本選出場者が決定 

４．「人文学部ホームカミングデー2014」を開催します 

５．アフィニス夏の音楽祭 2014山形 音楽交流プログラムを学生がプロデュースして 

います！ 

 

  お 知 ら せ   

１．アフリカ地域の農業関係者が農学部で研修を開始 

２．大学コンソーシアム山形「やまがた夜話」の開催  

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２６年９月２日（火）１１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 



 

                                  

プレス発表資料  
 

                                   平 成 2 6年 8月 5 日                  

山 形 大 学 

         

男女共同参画社会実現に向けた山形大学の取り組み  

 山形大学では、学長のリーダーシップのもと新執行体制で、男女共同参画とワ

ークライフバランスを積極的に推進しています。仕事と生活の両立を支援する８

つの支援制度や各学部等を回っての懇談会、女性研究者裾野拡大セミナー等を展

開し、地域の模範となる大学を目指しています。  

 

山形大学は、「山形大学男女共同参画基本計画」（平成２２ 

年策定）に基づき、男女共同参画とワークライフバランス、女性

研究者支援に積極的に取り組んでいます。現在、女性教員比率は

１３．３％（７月２５日現在）で、１５％の早期達成を目指して

います。 

以下８つの支援制度のほか、教職員の声を聞く懇談会や、 

女性研究者の裾野を拡大するための女子高校生・大学生対象の

セミナー（理・工・農学部）を実施しています。特に理工系学

部の女性教員比率は、５．０％（７月２５日現在）と低い状況

にあるため、今年度、理学部では、山形西高等学校の1年生希望

者を招き９月１日（月）にセミナーを開催します。農学部は８

月３日に実施し、工学部は１１月に実施予定です。 

＜支援制度＞ 

１．研究継続支援員制度 

２．学会参加時の保育支援制度 

３．小白川キャンパス保育所のびのび新設 

４．託児サポーター制度（学童一時預かり） 

５．巡回相談員制度 

６．女性研究者支援メンター制度 

７．ユビキタス・ワーキング・システム 

８．女性研究者へのノートパソコン貸出 

 

 

 （お問合せ先）  

男女共同参画推進室  准教授  木村  松子  

電話  023-628-4937 

        y-danjo@jm.kj.yamagata-u.ac.jp  

7月30日学長と教職員との懇談会 

平成25年度農学部でのセミナー 











 

                                  

プ レ ス 発 表 資 料                 

 

                                   平成２６年８月５日                  

山 形 大 学 

大学生主催の体験型科学イベント「サイエンスリンク｣に本学学生が参加します 

山形大学SCITAセンターの学生スタッフ５名が、８月１６日、１７日に日本科

学未来館 (東京 )で開催される大学生主催の体験型科学イベント「第５回サイスエン

スリンク」のイベントに招待され、「ぷよぷよ芳香剤をつくってみよう！」を出

展します。  

 

◆第5回サイエンスリンクイベント  

 ○概  要：このイベントは、科学をわかりやすく伝える活動 (サイエンスコミュ

ニケーション活動 )を行っている学生主体の団体が集まり、合同で開催

するイベントです。今回は、２０団体が出展します。  

      イベントの内容は、「実験ブース」「工作ブース」「ワークショッ

プ」「サイエンスショー」など、各団体の得意とする方法で、みなさ

んに「体感」してもらえるような企画をたくさん用意しています。  

      

○テーマ：～カガクの星をつなげよう～  

○主  催：サイエンスリンク事務局  

○日  程：平成26年8月16日（土）、17日 (日 ) 

○場  所：東京都江東区青海  日本科学未来館  

○参加者：理学部  ３年  大友  秀一  

      〃   ３年  飯岡   淳  

     工学部  ３年  関口  理希  

     農学部  ２年  鈴木   遼  

     理学部  １年  須藤良太郎  

○出  展：ぷよぷよ芳香剤をつくってみよう！  

     材料は、吸水性ポリマー、アロマオイル、水、絵の具、プリンカップ。

100～1000倍もの重さの水を吸収する「吸水性ポリマー」の性質を利

用して、アロマオイルを薄めた色水を保水させ、蒸発を防ぐことで香り

を長持ちさせます。  

 

 

 

（お問合せ先）  

 山形大学理学部  

教授  栗山  恭直  

電話023-628-4506 
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                              平 成 ２ ６ 年 ８ 月 ５ 日              

山 形 大 学 

 

第７回山形大学高校生朗読コンクール  本選出場者決定について  

山形大学特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯（ともしび）に」の事業と

して、９月７日（日）開催の第７回山形大学高校生朗読コンクールの本選出場者

が決定しました。  

◆概要  

 このプロジェクトは、平成２０年度に始めた「山形大学高校生朗読コンクール」と同

時に、群読劇を上演するという内容で、平成２４年度から開催しています。東北の未来

を考えるために、東北に生まれ、東北に根ざした宮沢賢治と太宰治の作品を、東北の人

びとが中心となって東北の地で表現するという催しです。  

 日 時：９月７日（日） １３時３０分～１７時 （開場：１３時）  

第一部：山形大学高校生朗読コンクール  

第二部：群読劇「走れメロス」  

場 所：山形市中央公民館多目的ホール（山形市七日町一丁目2番39号 アズ七日町6階） 

 詳細・入場券申込サイト  ： http://embml.kj.yamagata-u.ac.jp/tomosibi/ 

◆朗読コンクール  

・東北６県の高校生１２５名（２６校）からの応募があり、山形大学教員からなる予選

審査委員会の選考により本選出場者１２名が決定しました。 

 ・本選は、岩手県出身の作家宮沢賢治の『注文の多い料理店』（新潮文庫版）に収録さ

れている童話の中から、それぞれ異なる部分を朗読します。 

・本選では、上位３名を山形大学学長賞として表彰します。  

   ＜本選出場者：発表順＞ 

    １ 青森明の星高等学校    藤本 沙良 

    ２ 青森明の星高等学校    伊藤 佐保子 

    ３ 秋田県立金足農業高等学校  笹渕 璃菜子 

    ４ 青森明の星高等学校    藤田 真歩 

    ５ 青森明の星高等学校    髙橋 怜良 

    ６ 青森明の星高等学校    藤田 ひなた 

    ７ 尚絅学院高等学校     渡邉 来実 

    ８ 青森明の星高等学校    小山 沙央莉 

    ９ 秋田県立金足農業高等学校  菅原 来実 

    10 山形県立寒河江高等学校   村山 正晃 

    11 青森県立青森工業高等学校  木村 美紅 

    12 宮城県仙台向山高等学校   塩野 美優貴 

   ＜高校生司会 ※当日は山形大学生司会と２人で行っていただきます。＞  

      山形県立山形盲学校高等部  伊藤 美穂 

 

 



 

◆群読劇（同時開催）  

 ・太宰治の名作「走れメロス」を題材とした群読劇（集団での朗読を主体とした劇形式）

です。 

 ・群読劇「走れメロス」は、酒田市出身の演出家  佐藤正文氏が演出を担当、俳優の磯

部勉さん、女優の大西多摩恵さんの２名をお招きし、山形の一般市民と子どもたち、

山形大学の学生およそ３５名が一体となって舞台をつくります。  

 

 

 

 （お問合せ先） 

エンロールメント・マネジメント部社会連携課 

  電話：023-628-4016 



山形市中央公民館  
     多目的ホール 
 （山形市七日町一丁目2番39号  
           アズ七日町6階） 

ご入場には、入場券が必要です。 
 ※入場券のお申込は裏面をご覧下さい。 

受付開始： 平成26年7月1日（火） 

第7回山形大学 
高校生朗読コンクール 

入場方法 

国立大学法人 山形大学 
ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部 社会連携課 
 
〒990-8560 山形市小白川町1-4-12   
TEL 023-628-4016 
※電話によるお問い合わせは 
   平日9：00～17：00にお願いします。 

申込・問合せ先 

日 時 

主催： 国立大学法人    山形大学 

平成26年9月7日（日）   

 13：00開場 13：30開演 

       （終演予定17：00） 

会 場 

群読劇 

300名様 
無料招待 

群読劇出演者 

磯部 勉 大西 多摩恵 

群読隊 山形の子どもたち・一般市民・
山形大学生 約35名 (photo：江森康之) 



山形大学特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯に」 

【出演者プロフィール】 

磯部 勉（いそべ・つとむ） 
 桐朋学園大学短期大学部を卒業後、劇団俳優座に
入団。シェイクスピア作品を中心に多くの舞台に出演。
俳優座以外にも清水邦夫氏の木冬社や蜷川幸雄氏な
どの作品に参加。中島貞夫監督の映画『さらば、わが
友 実録大物死刑囚たち』（1980年公開）で主人公の死

刑囚役を演じる。また今年の『軍師勘兵衛』をはじめ
NHK大河ドラマに多数出演。外国映画の吹替えではハ

リソン・フォードやメル・ギブソンなどを担当。アニメの吹
替え、ナレーションなども多数。 

大西 多摩恵（おおにし・たまえ） 
 仲代達矢氏の主宰する無名塾に１期生として入
塾。『肝っ玉おっ母と子供たち』『リチャード三世』な
どに出演。2000年の退団まで23年間在籍する。永

井愛主宰の二兎社で『時の物置』『兄帰る』や、こま
つ座『頭痛肩こり樋口一葉』、劇団東京ヴォードヴィ
ルショー『無頼の女房』、宮本亜門演出『金閣寺』な
ど多くの作品に出演。『龍馬伝』（NHK）『相棒10』
（EX系）などテレビドラマでも活躍。ＮＨＫの海外ドラ

マシリーズ『ダメージ』では主演のグレン・クローズ
の声を担当。 

【演出・出演】 佐藤 正文（さとう・まさふみ） 
                俳優・演技トレーナー。日本大学芸術学部演劇科非常勤講師（演技実習担当）。酒田市    
                生まれ。酒田東高等学校、桐朋学園大学演劇専攻科卒業。劇団俳優座を経て安部公房 
                スタジオ創立に参加。のちフリー。1979 年『仔象は死んだ』に出演、米国5 都市を巡演。                     
                俳優座 劇場プロデュース、無名塾、地人会などの公演に多数出演。1996 年コロンビア大 
                学で 開催された安部公房シンポジウムにおいて、演技術・安部公房システムを紹介。 
                1997 年シンポジウム・安部公房『演劇の仕事』及びワークショップ『安部システム』を旧メ 
                ンバーとともに主催。私塾A.T. ラボ （1985 年創立）を主宰。2004 年ギィ・フォワシィ演劇 
                コンクールに於いて演出した『ストレス解消センター行き』が最優秀賞を、2006 年には 
                『救急車』が優秀賞を、2013 年には『ストレス解消センター行き』で再び最優秀賞を受賞。    
                スターダスト・プロモーション、avex 等の芸能プロダクションで、演技レッスン担当、多数の 

                スタータレントを育てる。名古屋など地方都市でのワークショップを精力的に行う。ショに 

【朗読コンクール・群読劇について】 

山形大学高校生朗読コンクールは東北出身の作家の文章・東北を描いた作品を課題として取り上げ、
将来の東北を担う若い世代の才能を発掘します。予選を通過した高校生たちが、岩手県出身の作家
宮沢賢治の童話集『注文の多い料理店』収録作品を朗読します。また、青森県出身の作家太宰治の
代表作の一つ「走れメロス」の群読劇では、演出に酒田市出身の佐藤正文さん、出演者として磯部勉
さん・大西多摩恵さんをお招きし、山形の子どもたち、一般市民の皆さま、山形大学生およそ35名と共
に舞台を作り上げます。 

【入場券申込み方法】 300名を無料で招待します。先着順に受け付け、定員に達し次第締め切ります。 
※入場券は、以下のいずれかの方法でお申し込み下さい。 
○インターネットによる申込み （7月1日午前9時より受付開始） 

 入場券申込みホームページ  http://embml.kj.yamagata-u.ac.jp/tomosibi/ 
 にアクセスし、必要事項をご入力下さい。折り返し入場券（申込み完了メール）が届きます。 
 当日会場受付でメールのプリントアウトか、あるいはメール画面をお示し下さい。 
○往復ハガキによる申込み （7月1日到着分より受け付け） 
 往復ハガキに〈代表者氏名〉〈郵便番号・住所〉〈電話番号〉〈入場希望者氏名（代表者含め3名まで）〉  
 をご記入の上お申込み下さい。後日、返信用ハガキに入場券を印刷してお送りします。 
 ※個人情報については、受付、入場券発送のみに利用いたします。 

申込みHP 
(QRｺｰﾄﾞ) 

ともしび 

【タイムスケジュール】 

第7回山形大学高校生朗読コンクール 
群読劇 「走れメロス」 
コンクール結果発表・表彰式 

13:30   第一部 
15:00ごろ 第二部 
16:30ごろ 第三部 

～童話集『注文の多い料理店』収録作品～ 
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                                   平成２６年８月５日                  

山 形 大 学 

「人文学部ホームカミングデー2014」を開催します  

 山形大学人文学部において、「人文学部ホームカミングデー2014」を10月18日（土）

に開催します。今年は２大プログラムとして、三陸鉄道株式会社社長  望月氏による特

別講演会と、2011年3月の人文学部卒業生・社会文化システム研究科修了生へ贈る「３

年目の卒業祝い」を予定しております。  

 

＜テーマ＞   

 東日本大震災から３年あまり経過した今、震災のため学位記授与式等を実施できなかっ

た2011年3月の人文学部卒業生と社会文化システム研究科修了生の卒業・修了を改めて祝

福し、今後の活動にエールを送る。  

 

＜日  時＞  

平成２６年１０月１８日（土）受付開始１２：３０、開会１３：００  

 

＜場  所＞  

 第１～３部：山形大学人文学部1号館301教室、第４部：厚生会館（山形大学敷地内）  

 

＜定員・参加費＞  

 第１～３部：２００名・参加費無料、第４部：１００名・会費２，０００円  

 

＜プログラム＞  

第１部  ティーデマンふすま賞授与式  

第２部  特別講演会  

「三陸鉄道の復活を語る  ～山形大学卒業の社長として～（仮）」  

講師  望月  正彦  氏   

（三陸鉄道株式会社代表取締役社長  1974年人文学部卒業）  

 第３部  「３年目の卒業祝い」  

①  「祝いの色紙」授与  

②  祝辞  

③  卒業生代表の挨拶  

④  トークセッション  

 第４部  懇親会  兼  2011年3月卒業・修了を祝う会  
 

＜お申込み方法＞  

①  申込サイト、②メール、③電話、④FAX、⑤郵送のいずれか  

（申込サイトURL）http://kokucheese.com/event/index/198351/ 

 （お問合せ先）  

 人文学部事務室  樋口  

電話  023-628-4203 

 



 ＜プログラム＞ 
 ※ 第1～3部：200名・参加費無料／第4部：100名・会費2,000円 

 13:00－  開会の辞 
 13:10－  第1部 ティーデマンふすま賞授賞式           

 13:40－  第2部 特別講演会 
        「三陸鉄道の復活を語る ～山形大学卒業の社長として～（仮）」 

 14:50  －      模擬裁判実行委員会より12月公演のお知らせ 

                     休憩 

 15:10－  第3部 「3年目の卒業祝い」 

         ①「祝いの色紙」授与 
         ②祝辞 
         ③卒業生代表の挨拶 
         ④トークセッション「学生気分をもう一度」 
           司会：元木 幸一副学部長 
           パネリスト：人文学部卒業生、人文学部在学生、人文学部教員（予定） 

 16:40－  閉会の辞 
 17:00－  第4部 懇親会 兼 2011年3月卒業・修了を祝う会 
           会  場：厚生会館 
          会  費：2,000円 

人文学部ホームカミングデー2014 

2014.10.18（土） 
時間：12:30～受付開始 13:00～開会 

場所：山形大学人部学部1号館301教室 

平成22年度人文学部卒業生、 

社会文化システム研究科修了生 の皆様、 

ふすま同窓生の皆様、学生、教職員、 

一般市民の皆様のご参加を 

心よりお待ちしております。 

 ★今年の２大プログラム★ 

 ・３年目の卒業祝い 

 ・三陸鉄道社長による特別講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
「三陸鉄道の復活を語る  
  ～山形大学卒業の社長 
   として～（仮）」 

三陸鉄道株式会社 
代表取締役社長 
（1974年人文学部卒業） 

講師 

 望月 正彦 氏 

特別講演会（13:40－） 

人文学部facebook http://www.facebook.com/ShanXingDaXueRenWenXueBu?ref=hl  

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年…

 
 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
贈
り
た
い 

 

「
お
め
で
と
う
」
と
「
お
か
え
り
な
さ
い
」 

＜お申込み方法＞ 
  ①申込サイト、②メール、③電話、④FAX、⑤郵送の 
 いずれか。※詳細は裏面をご覧ください。 
 
＜お申込み、お問合せ先＞ 
 担当：人文学部事務室 樋口  
 電話：023-628-4203 FAX：023-628-4212  
  E-mail：jisoumu@jm.kj.yamagata-u.ac.jpl  



＜お申込み方法＞ 
 ①下記申込サイト、②メール、③電話、④FAX、⑤郵送のいずれかで 
 お申込みいた だけます。  
 （申込サイトURL ） http://kokucheese.com/event/index/198351/ 
 ※右のQRコードからもアクセスできます。 

 
 FAX・郵送にてお申込みいただく場合は下記に必要事項を記入し、 
 表面の＜お申込み、お問合せ先＞宛にお送りください。 
 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

「ホームカミングデー２０１４」参加申込用紙 

山形大学人文学部事務室 行き 

FAX：023-628-4212 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

      

      

      

 

 

  ・「★」マークの欄は、いずれか該当するものに○をつけてください。 

  ・申込者が多数の場合は、お手数ですが本用紙をコピーしてご利用ください。 

  ・本用紙にご記入いただいた情報は、今回の「ホームカミングデー2014」へ参加するために必要な事務連絡等 

   及び参加者名簿の作成にのみ使用させていただきます。 

フ  リ  ガ  ナ ★  性   別 

氏  名 男 ・ 女 

住  所 
〒 

連絡先 
TEL： 

E-mail： 

  ★ 所 属 

１．平成22年度人文学部卒業生、社会文化システム研究科修了生   

２．旧制山形高校、新制山形大学文理学部・人文学部卒業生 

３．人文学部学生、他学部学生、教職員   ４．一般市民 

（卒業）学科 
または 

（修了）専攻 

卒業年度 平成         年度 

所属ゼミ ゼミ名：                 ／担当教員：              先生 

★懇親会出欠 参加します   ・   参加しません 

メッセージ 

※このメッセージは当日使用させていただくことがありますのでご了承ください。 

申込サイトQRコード 







 

プレス通知資料               （概 要） 

                               平 成 ２ ６ 年 ８ 月 ５ 日 

山 形 大 学 

 

＊詳細は別添の資料をご覧ください。 

 

１．アフリカ地域の農業関係者が山形大学農学部で研修を開始します 

８月1８日（月）から、農学部において、アフリカ９ヵ国1５名の研修生が、稲作の収穫後処理技術

について学ぶ「アフリカ地域稲作収穫後処理コース」の研修を開始します。独立行政法人国際協力機

構（JICA）が主催する地域別・国別研修の一つとして、平成２０年度より安藤名誉教授と夏賀教授が

中心となり研修生を受け入れてきました。JICAからの依頼を受け、稲作収穫後処理の研修を受け入れ

るのは、国内では山形大学のみ。 

◆研修期間 ： 平成２６年８月1８日(月)～９月２５日(木) 

◆研修参加国： スーダン、エチオピア、ガーナ、ケニア、ナイジェリア、ウガンダ、タンザニア、 

カメルーン、コートジボワール（９ヵ国） 

◆使用言語 ： 英語 

◆研修内容 ： 英語圏アフリカ諸国を対象とした稲作収穫後処理技術の習得と普及のための研修 

 

２．大学コンソーシアム山形「やまがた夜話」の開催 

 「大学コンソーシアムやまがた」では、「もう一つの人づくり」を実現するため、「山形県の人・ 

モノ・地域作り」をテーマにそれぞれの得意分野で活躍している第一人者の目線で皆さまにわかりや 

すくお話しする講話「やまがた夜話」を開催しています。９月は、「越冬隊員が語る 南極観測物語」 

をテーマに開催します。講師は、第５３次日本南極地域観測隊員有志の４名。 

◆日 時： ※全回 １８：３０～１９：３０ 

９月 ３日（水）「南極で暮らす知恵とテクノロジー」 

９月１０日（水）「科学のフロンティア。”こんな光景あったのか？！” 

南極の大自然をご紹介（自然編）」 

９月１７日（水）「閉鎖・孤立・寒冷環境下での医療問題」 

９月２４日（水）「事務職員の見た南極生活」 

◆場 所：ゆうキャンパス・ステーション（山形市：山形むらきさわビル１階） 

◆対 象：高校生・学生・一般市民  定員５０名（参加費は無料） 

 

 



 

                                  

プレス通知資料プレス通知資料プレス通知資料プレス通知資料    

 

平成２６年８月５日                 

山 形 大 学 

アフリカ地域の農業関係者が山形大学農学部で研修を開始しますアフリカ地域の農業関係者が山形大学農学部で研修を開始しますアフリカ地域の農業関係者が山形大学農学部で研修を開始しますアフリカ地域の農業関係者が山形大学農学部で研修を開始します    

8月1８日（月）より、本学農学部において、アフリカ９ヵ国1５名の研修生が、

稲作の収穫後処理技術について学ぶ「アフリカ地域稲作収穫後処理コース」の研

修を開始します。独立行政法人国際協力機構（JICA）からの依頼を受け、稲作収

穫後処理の研修を受け入れるのは、国内では山形大学のみ。 

 

◆背景 

アフリカ開発会議（TICAD）の行動計画の一つである、アフリカ諸国におけるコメ

生産量を平成20年度から10年間で倍増させる支援策の一つとして、収穫後処理技術

の習得は、生産量を増加させるための重要な課題とされています*。 

農学部においては、独立行政法人国際協力機構（JICA）が主催する地域別・国別

研修の一つとして、平成20年度より安藤名誉教授と夏賀教授が中心となり、研修生

を受け入れてきました。 

 

◆概要 

研修期間 ：平成2６年8月1８日(月)～9月2５日(木) 

研修参加国：スーダン、エチオピア、ガーナ、ケニア、ナイジェリア、 

ウガンダ、タンザニア、カメルーン、コートジボワール（９ヵ国） 

使用言語 ：英語 

研修内容 ：英語圏アフリカ諸国を対象とした稲作収穫後処理技術の習得と 

普及のための研修（研修スケジュール別添） 

受入ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ：夏賀 元康 教授（農学部安全農産物生産学コース） 

 角田 憲一 准教授（農学部安全農産物生産学コース） 

 片平 光彦 准教授（農学部安全農産物生産学コース） 

 佐々木 由佳 助教（農学部安全農産物生産学コース） 

 

・研修生は、各国の農業省庁職員や研究者など。 

・日本有数の米どころ庄内で、研究機関や行政、JA、生産者の協力を受けながら、 

農学部での講義を中心に鶴岡市内の圃場や乾燥施設、農業機械工場などの見学、 

地元の農家での刈取り適期の実習など、庄内地方の稲作技術の発展から最先端の 

稲作収穫後処理（ポストハーベスト）技術まで幅広く技術を学ぶ。 

・研修生は農学部で習得した技術を生かして、今後のアフリカ諸国におけるコメ

生産量の増加を目指す。 

 

＊アフリカ諸国の食料増産及び農業生産性向上への支援（コメ生産拡大等）は、第4回アフリ

カ開発会議（平成20年5月開催）において、TICADプロセスが達成すべき目標とそのために必

要な具体的手段として行動計画に掲げられています。 

 

（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）（お問合せ先）    

    農学部企画広報室農学部企画広報室農学部企画広報室農学部企画広報室    

電話電話電話電話    ０２３５－２８－２９１００２３５－２８－２９１００２３５－２８－２９１００２３５－２８－２９１０ 



＜別添＞平成26年度課題別研修「アフリカ地域（英語圏）稲作収穫後処理」コース

研修日程

＊スケジュールは天候により直前に変更する可能性があります。＊スケジュールは天候により直前に変更する可能性があります。＊スケジュールは天候により直前に変更する可能性があります。＊スケジュールは天候により直前に変更する可能性があります。

月 日 曜

形態 内容 形態 内容

8 18 月  開講式（自己紹介・スケジュール説明・大学案内） 演習 各国のポストハーベストの問題点の紹介

19 火 演習 問題点に関する討議(プレアクションプラン) 演習 問題点に関する討議(プレアクションプラン)

20 水 講義 普及について 講義 庄内の農業概説・種子生産の現場

21 木 講義 水稲害虫について 実習 山大農場にて圃場研修

22 金 講義 稲生理生態の基礎と栽培技術 講義 稲生理生態の基礎と栽培技術

23 土 被災地農業の復興状況等の視察（仙台）　 被災地農業の復興状況等の視察（仙台）　

24 日 被災地農業の復興状況等の視察（仙台）　 被災地農業の復興状況等の視察（仙台）　

25 月 講義 日本の稲作の農業機械化(1) 実習 水分と品質測定(実習）(1)

26 火 講義 ポストハーベストの管理、害虫の観点 実習 水分と品質測定(実習）(2)

27 水 講義 日本の稲作の農業機械化(2) 視察 JA鶴岡の圃場巡回

28 木 講義 適期収穫期などの重要性、適期判定法 実習 適期収穫期などの重要性、適期判定法

29 金 講義 稲作のポストハーベスト(1) 講義 営農からみたJAの役割について

30 土 自主研修 自主研修

31 日 自主研修 自主研修

9 1 月 見学 農業機械工場（山本製作所・美善）見学 見学 農業機械工場（山本製作所・美善）見学

2 火 演習 問題点に関する討議(プレアクションプラン) 演習 問題点に関する討議(プレアクションプラン)

3 水 講義 稲作のポストハーベスト(2) 演習 水分と品質測定(解説）

4 木 講義 Site Specific Nutrient Management 講義 Site Specific Nutrient Management

5 金 講義 Site Specific Nutrient Management 講義 Site Specific Nutrient Management

6 土 水田農業試験場参観デー参加 自主研修

7 日 視察 大規模稲作等見学（秋田県大潟村） 視察 大規模稲作等見学（秋田県大潟村）

8 月 視察 秋田県大潟村役場、JA大潟村訪問 視察 中規模稲作企業、農家等訪問（秋田県大潟村）

9 火 視察 農業機械工場見学 視察 農業機械工場見学

10 水 自主研修 自主研修

11 木 講義 糸状菌による米の変質 講義 イネ病害の視察

12 金 鶴岡市立朝暘第三小学校において国際協力理解授業に参加 講義 農業機械の変遷(1)

13 土 見学 羽黒松ヶ岡農機具収納庫・山居倉庫 見学 羽黒松ヶ岡農機具収納庫・山居倉庫

14 日 自主研修 自主研修

15 月 自主研修 自主研修

16 火 講義 庄内の育種の現況（水田農業試験場） 講義 庄内の育種の現況（水田農業試験場）

17 水 講義 種子生産（水田農業試験場） 講義 種子生産（水田農業試験場）

18 木 講義 日本の灌漑 見学 灌漑設備見学

19 金 講義 貯蔵食品害虫について 講義 農業機械の変遷(2)

20 土 自主研修 自主研修

21 日 自主研修 自主研修

22 月 講義 農業機械の変遷(3) 講義 稲と水

23 火 自主研修 自主研修

24 水 見学 地元農家の乾燥施設や実際(見学） 発表 総合討論(アクションプラン)

25 木 発表 総合討論(アクションプラン) 評価会議、修了式（修了証書授与）

午前 午後



越冬隊員が語る

『南極観測物語』

〒９９０－００３９ 山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階
℡：023-628-4842  FAX:023-628-4820
E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

お申込み・お問合せ

大学コンソーシアムやまがた主 催

後 援 山形市

会 場

お申し込み

対 象

アクセスゆうキャンパス・ステーション
（山形むらきさわビル１階）

高校生・学生・一般市民

入場無料
定員：５０名

山形駅東口より徒歩１分

電話又はチラシ裏面の参加
申込書に必要事項を記入の
上Ｆａｘ，郵送、メール等でお
申し込みください。



FAX：023-628-4820
大学コンソーシアムやまがた事務局 行き

やまがた夜話に参加申込みをします。

参加日

参加希望日に☑、又は日付を〇で囲んでください。

□ 平成２６年 ９月 ３日（水） 講師： 石沢 賢二 氏

□ 平成２６年 ９月 １０日（水） 講師： 奈良 亘 氏

□ 平成２６年 ９月 １７日（水） 講師： 桑原 悠一 氏

□ 平成２６年 ９月 ２４日（水） 講師： 鈴木 毅 氏

住 所

〒

氏 名

連絡先
TEL

E-mail

所 属

必要事項を明記の上、FAX・郵送またはE-mailにてお申込ください。

申込締切日：それぞれの夜話前日までにお申込をお願いいたします。

受講申込者が多数の場合は、お手数ですが参加申込書をコピーしてご利用ください。

この申込書にご記入いただいた情報は、今回の講座を受講するために必要な事務連絡等に使用すると共に、参

加者名簿の作成にのみ使用させていただきます。

【お申込み・お問合せ先】

大学コンソーシアムやまがた ゆうキャンパス・ステーション

〒９９０－００３９ 山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階

TEL:０２３－６２８－４８４２ FAX:０２３－６２８－４８２０ E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp


